
原 著

抗酸性脱却結核菌竝 二結核菌體成分 ニヨル

免疫 ト組織變 化 ノ研 究(第 四囘報告)

「エ ー テ ル 」脱 脂 菌 ニ ョ ル 免 疫 實驗

九州帝國大學醫學部{籟一詮墓嬰 箋1圭程 委當念羅鍛湯

大學院學生 森 良 雄

目 次

第一章 緒 言

第二章 實験 方法

第三章 健常海狸 皮下注射局所所 見

第四章 「ッベノレク リソ」皮膚過敏性賦與實験

第五章 感染防禦貴験

第六章 総括及考按

第七章 結 論

第一章 緒 言

朝 近 菌 艦 化 學 ノ進 歩 二件 ヒ、 諸 種 細 菌 膿 成 分 ノ

抗 元 性 二 關 ス ル 研 究 著 シ ク旺 盛 トナ リ、 結 核 菌

二於 テ モ 、 多 数 ノ研 究 報 告 相 踵 イ デ登 表 セ ラ ル

ル ニ至 レ リ。 特 ニ ソ ノ類 脂 農 二就 テ ハ 「ツ ベ ル

ク リ ン・ア レル ギ ー 」 賦 與 力 ノ 有 無 乃 至 ハ 補 艦

結 合 性 抗 膿 ノ 産 生 二 關 シ(Much;(20)Meyer;

(23>Pinner;(13)Knowltona .Pinner;(29)Sabin,

Doana.Forkner:(9)ChargraffetSchaffer;

BoquetetN6gre;(15)Klopstocku.Witbew-

sky;Dines;〔8,Citronu.Klinkert;Korff-

Petersonu.Liese;(18)Macheboeuf,L6vyet

Chambaz;(3iWeigmannu.Liese,'30〕Waels-

ch;(19)Macheboeuf.DieryeketStoop;(3)Bo-

rssjak,Sieberu.Metalnikow;(27)Strubell;

遠 藤 、 百 瀬 、 ㈹ 矢 部 、 團 佐 藤 、 中 澤 、 ㈹ 中 島,

㈹ 山 崎 、III田 、 箭 頭 、 竹 臥 渡 邊 等)或 ノ・人 爲

的 結 核 感 染 二封 ス ル 抵 抗 力 ノ有 無 ヨ リ、(㈹ 戸

田 、 箭 頭 、 河 村)或 ハ 病 理 組 織 的 乃 至 病 因 的 關

係 ヨ リ シテ 、((2)AuclairetParis;24'Raya.

Shipman;(29)Sabin,Doan,a.Forkner;「21)

Morsea.Scott;c16)Haima.Authur;Gaehli.

ngera・Tilmant;Boissevaina.Ryder;(35)糸

川 、(50)新家 、ll7湊 川,(36、伊 藤 等)研 究 セ ラV、 結

核 菌 類 脂 膣 ガ結 核 免 疫 ト密 接 ナ ル 關 係 ラ有 ス ル

コ ト立 謹 セ ラル ・ 二 至 レ リ。 然 レ ドモ 、 他 方 亦

斯 カ ル 類 脂 膿 ノ抗 元 性 ヲ否 定 セ ン ト ス ル モ ノ勘

カ ラ ズ 。((32)Warden;{4}Borci6;114,Krumwiede

a・Noble;(5)BUrgeru.M611ers;「 ・1・3・fi玉、 林 、

㈹ 湧 谷
、 ㈹ 坂 村 等 》

醗 ツ テ 他 面 斯 ノ如 キ 類 脂 膿 弓腕 脂 セ シ残 留 菌 盟

ソ ノ モ ノ ノ抗 元 性 如 何 テ尋 ヌ ル ニ 、 之 二 關 シ テ

モ 質 否 相 混 濡 セ ル 現 況 ニ ア リ。 然 レ ドモ 此 ノ際
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注意 ス可キハ各學者 二依 リテ行ハル ・脱脂法 ソ

ノモ ノガ極 メテ複雑多岐二亙 レル事實ニシテ、

各人各様 ノ方法 ラ撰澤或ハ考按 シ居ル爲直 チー

是等 ノ結果 ラ総括結論 スルニ甚 シク困難 ラ感 ズ

ルナリ。(第1同 報告文献参照)乃 チ斯 カル菌禮

成分 ノ冤疫性 ノ研究ニハ、一定方針 ノ下 二、詳

細 ナル分析比較 ラ行 ヒテコソ初メテ有意義ナル

モノト云ハザル可 ラズ。

戸田教授ハ襲 二結核菌艦 ヨリ抽出セル「エーテ

ル」可溶性類脂禮 テ以 テ結核感染防禦力 ノ賦與

能如何 テ検索 シ、 ソノ際燐脂質 ガ「ツ」・「アレル

ギー」テ件ハズ シテ該能力 テ有 スルテフ極 メテ

興味 アル所 見テ登表 セラレタリ。

弦 二於 テ、余 ハ、斯 ノ如キ「エーテル」可溶性類

脂盟(脂 肪及 ビ燐脂質ラ含 ム)ラ除キタル後 ノ脱

脂菌膿残渣 二就 キ、 ソノ免疫元性如何 テ検索

シ、之ラ以テ、 「エーテル」可溶性類脂艦 ノ免疫

學的意義 テ別途 ヨリ推定 スルノ資 トナセリ。

第二章 實験方法

第1節 實験 動物

盟 重300-400武 ヲ有スル雄 性海狸 ヲ使用 シ、 豫 メ5

倍稀繹 奮「ツベル ク リソ」ヲ以 テ、皮 内反慮陰性ナル コ

トヲ確 メタ リ。而 シテ各試獣 ハi封照獣 ト錐モ凡 テ同時

二飼育 シ初 メ同一條 件 ノ下 ニー定時 日飼 育 ヲ終 リタ

ル後免疫乃至 感染試験 ヲ同時 二行 フ。之 が爲 各實験群

ノ頭敷 ガ當 初同一 ナ リシニ不拘、實験 開始 時既 二不同

トナ リタルハ止 ムヲ得 ザル ニ出ヅ ト ノ・錐モ誠 二遺憾

ナ リ。

第2節 免疫元

(1)エ ー テル脱脂菌。 「グ リセ リソ」肉汁 二約2ク 月

培 養 セ シ人型結核菌(F株)ノ 大 量 ヲ 轍同滅菌蒸鯛水
'ヲ 以

テ洗言條 シタル後之 ヲ硫 酸乾燥器 中 二 貯 ヘテ充分

二乾燥 セシム。然 ル後 之二無水 「エー テル」ヲ加へ、此

ノ際生 ズル 「エーテル」可溶性脂質 ノ赤褐色調 が全然

滑 失 スル迄頻 同交換 シ、次 デ之 ヲ濾過ス ル時 ・・残渣 ト

シテ「エーテル」脱脂 菌 ヲ得可 シ。之 ヲ充分 二乾燥 ヤ シ

メ テ抗元 二供 ス。

(2)B.C.G。 細菌學敏室所藏 ノB.C.G.株 ヲペ ト

ラニ ヤー 二氏培地 二4週 間培養 セ シモ ノ。

第3節 免疫法蛇 二免疫 期間

第五 章 二詳述 ス。

第4節 感染 法

第3同 報告 二述 ベ シ如 ク、 腹部皮 下6ケ 所 二10分1

彪 ヨリ100萬 分1選 迄+i進 法 二從 ヒテ漸 次菌量 ヲ遮減

シテ雨側 二3ケ 所宛 注射ス。注射 ノ順位 ノ・右側腹部皮

下 ニ ノ・上 ヨ リ10分1、100萬 分1、100分1謡 ノ順

二、左側腹部 皮下ニ ノ・上 ヨリ1000分1、10萬 分1、

萬分1彪 ノ順 二夫 々適當 ノ距離 ヲ以テ注射 セ リ。此 ノ

際感染 二用 ヒタル菌株 ノ・同 ジ〃人 型結核菌株 トス。

第5節 襯 察

(1)「 ツベル ク リソ」反磨。 免 疫後一定 日 ノ後 二之 ヲ

観察 シソノ列 定 ニハ第二報詳述 ノ標準 ヲ以 テセ リ。

(2)感 染 期間中乃至剖検時 二於 ケ ル 各種所 見 ノ観察

ハ凡 テ第 二報 二述 ベタル ト全 ク 同一 ノ方針 ノ下 二行

ヒタル ヲ以 テ省略 ス。

表 ノ記載法モ凡 テ前報告 二準櫨 セ シモ ノナ リ。

第三章 健常海狸皮下注射局所所見

襲i二余ハ(第2、3同 報告)死菌免疫 二際 シテ、

注射局所 二於 ケル攣化強 キモノ程、発疫元性モ

亦大 ナルヲ経験 シ、之 ガ今村、税所、渡邊、住

吉氏等 ノ設 ク庭 ト全 ク相一致 セシ所見ナルラ指

摘 セリ。

更 二今同ハ「エーテル」脱脂死菌膿ラ以テ之ガ眞

儒 ラ検討 セン トシ先ヅソノ前提 トシテ本菌ガ注

射局所二及ボス影響 テ検索 セリ。

第1節 「エ■・一・・テル」脱脂菌膿1蓮 …注射

局所所見(第2同 報告蓼照)

供試海猿23頭 中硬結 ラ遺 サザルモノ5頭 二過

ギズ。爾饒 ハ蓋 ク既二翌 日粟粒大乃至米粒大 ノ

浸潤或 ハ硬結及 ピ獲赤 テ示 セリ。注射4日 後 二至

レバ小豆大以上 ノ硬結 テ有 スルモ ノ7頭 、米粒大
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ノモ ノ2頭 、 大 豆 大 ノ浸 潤 尚 逡 存 セ ル モ ノ2頭

ア リ。 ソ ノ他 ノ12頭 、 乃 チ約 牛数 ハ 攣 化 テ呈

セ ズ。 本期 ヨ リ以後 ハ 漸 次 清失 ノ ー 途 テ辿 リ

テ、10日 目 二至 レバ米 粒 大2個 、 小 豆 大1個 、

及 粟 粒 大 以 下2個 ア ル ノ ミ。 更 一14日 目 二至

v .バ僅 カ ニ2個 ガ粟 粒 大 以下 ノ硬 結 ト シテ残 存

セル ノ ミニ シテ、大 多撒 ハ消失 セ リ。 局所 淋 巴
`腺 ハ 凡 テ正 常 時 ト異 ル塵 ナ シ

。

第2節 同2延 注射 局 所 所 見

(第2同 報 告 参 照)

13頭 ノ試 獣 ハ何 レモ澁 射 翌 日 ヨ リ既 二大 豆大 内

外 ノ硬 結 或 ハ浸 潤 ラ呈 シ、5日 後 二至 レバ謎 ク

膿瘍 テ形 成 ス ル ニ 至 レ リ。 而 シテ ソ ノ後 ハ痩

孔 、 潰 瘍 乃 至痂 皮 テ形 成 シ テ治 癒 二赴 ク チ常 ト

ス レ ドモ、20日 後 ニハ未 グ牛撒 二達 セ ズ
、完 全

一ナル 治癒 ニハ大 膿30日 テ 要 スル モ ノ ・如 シ
。

第1表

第3節 同4119澁 射 局所 所 見

(第2同 報 告 参 照)

概 ネ2雇 局 所 墜 化 二類 似 シ、 膿 瘍 形 成 後 搬 痕 治

癒 二至 ル迄 ニ ハ30日 テ要 ス。

第4節 同10119注 射 局 所 所 見(第1表)

油 射 翌 日既 二書 ク大 豆 大 内外 ノ硬 結 ヲ示 シ、 ソ

ノ後15日 目 二至 ル モ、省 大 多 撒 ハ小 豆 大 以 上 一

シテ、 且痩 孔 、 潰瘍 或 ハ痂 皮 等 ノ形 成 ア リ。25

日ニ シテ牛 撒 ハ治 癒 二至 レ ドモ、 未 ダ爾 小 豆 大

乃 至米 粒 大 ノモ ノ少 数 存 在 シ、漸 ク30日 二至 リ

テ、 初 メ テ大 多数 ノ治 癒 ラ得 ル ニ至 ル。

第4節 小 括 及考 按

斯 ノ如 ク 「エー テ ル」脱 脂 菌 艦 テ健 常 海 狸 二皮 下

注 射 セル場 合 、1雇 二依 リ テ 生 ゼ ル硬 結 ハ15

日 ニ シテ吸 牧 消失 ス レ ドモ、2延 以 上 二依 リテ

ノ・毎 常 膿瘍 形 成 セ ラ レ、以 後 ハ痩 孔 、 潰瘍 進 ン

1エd・・一・一テ ル 」暁 脂 菌10睡 接 種 局 所 所 見

海幡 號1・
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デ ハ痂 皮 ラ作 リ タル後 、 漸 ク30日 前 後 二至 リ

テ初 メテ癩 痕 治 癒 ラ螢 ム モ ノナ リ。

斯 カル 「エー テ ル」脱 脂 菌 ト臭 素 作 用 菌 、 加 熱 死

菌 或 ハ菌 罷 蛋 白(Woolridge氏 法 ニ ヨル)等 トノ
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比 較 ハ既 一 第2同 報 告 二 詳 述 セ シ塵 ナ ル 子以

テ、 弦 ニ ハ唯 結 論 ノ ミテ記 サ ンニ、 本 菌 禮 ノ示

ス局 所 憂 化 ハ加 熱 死 菌 ヨ リモ梢 く輕 度 ナ レ ドモ

共 二膿 瘍 形 成 ノ傾 向著 明 ニ シテ、 爾 他 ノモ ノニ

第

比 シテ、 局 所 二於 ケ ル 吸牧 困 難 ナ ル コ トテ認 メ

タ リ。 斯 カ ル局 所 攣 化 ト免 疫 元 性 ノ關 係 二就 テ

ハ後 章 二於 テ述 ブル庭 トス。

2表

免 疫 元1「 エーテノレ」堕脂菌 ・睡!同3me
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第四章 「ツベルク リン」皮膚過敏性賦與實験(第 二表)

第1笛 「エー テ ル」脱 脂 菌1延 前 腿 置 群

免 疫 後32日 二於 テ ノ、試 獣 継 ク陰 性 ナ リ。 免 疫

後53日 目 ・…一於 テ ハ6頭 中1頭 ノ ミ中等 度 陽 性

トナ レ ドモ、 他 ハ陰 性 乃 至(±)ノ 程 度 』止 マ レ

リ。

第2節 「エー テ ル」脱脂 菌1-2彪 前 虚 置 群

第2同 報 告 トノ比 較 ラ行 ハ ンガ爲 特 二本 群 テ設

ケ タ リ.発 疫 開始 ヨ リ32日[1(終 了後28日 目)

二 於 テ ハ 前 群 ト同様 諮 ク 陰 性 乃至(±)テ 示 セ

リ。免 疫 開始 ヨ リ53日 目(免 疫 終 了後49日 目)

二於 テハ3頭 中1頭 ノ ミ中度 等 陽 性 二轄 化 ス レ

ドモ他 ハ 依然 陰 性 ナ リ。

第3葎 行 「エ ー テル」月見月旨1呆i1--2--4延

前 庭 置群

免 疫 開 始 ヨ リ32日 目(終 了後24日 目)二 於 テ既

二前2群 ト異 リ、 弱 陽 性 テ示 ス モ ノ7頭 中3頭

ラ算 ス。 免 疫 開 始 ヨ リ53日 目(終 了後45日 目)

二於 テ ハ該3頭 中1頭 ハ中 等度 陽性 二韓 化 シ タ

レ ドモ、他 ノ1頭 ハ依 然弱 陽 性 二止 マ リ、 更 二

他 ノ1頭 ハ陰 性 トナ リタ リ.爾 鹸 ノ試 獣 ハ前 同

ト異 ル塵 ナ 久 終 始 陰 性 二終 ル。

第41市 「エ ー テ ル」脱 脂 菌1-一一10--

10-一一10ret前庭 置 群

発疫 開 始 ヨ リ32日 目(終1'後20日 目!二 於 テ試

獣 盤 ク「ツ」反 慮 陽 性 トナ リ1頭 ハ 中等 度 陽 性 ス

フ不 セ リn

免 疫 開始 ヨ リ531」 目 で終 了後41日 目)二 至 レバ

先 二「ツ」反 磨 弱 陽 性 ナ リ シ3頭 ノ中 、2頭 ハ中

等 度 陽性 二轄 化 シ來 リ、1頭 ノ ミガ依然 弱 陽 性

二 止マ ル。 先 二 中等 度 陽 性 テ示 シタル1頭 ノ試

獣 ハ途 中艶 死 セル爲、 遺憾 乍 ラ ソ ノ「ツ」反 慮 増

強 ノ度 テ窺 ヒ得 ズ。

第5笛B.C.G.1雇 発疫 群

発 疫 後32日 目 二於 テ既 二前4群 一・一一認 メ得 ザ リ

シ彊 度 ノ「ツ」反 慮 嚢 現 ア リテ、 最 張 度 陽 性 拉 二

強 度 陽 性 各 々1頭 テ算 ス。 加 之 爾 直余ノ試 獣 モ ソ

ノ多 クハ 中等 度 陽 性 ニ シテ弱 陽 性 ハ1頭 アル ノ

ミ。 免 疫 後52日 目 二至 レバ、先 二弱 陽 性 ナ リ シ

1頭 及 ビ中等 度 陽 性 ナ リ シ1頭 ハ何 レモ、 最 強

度 陽 性 二轄 化 スル ニ至 レ リ。 但 シ前 同 ト同様 中

等 度 陽 性 二終 リ タル モ ノモ2頭 存 在 ス。 爾 籐 ノ

試 獣 二就 テ ハ途 中艶 死 セル 爲之 ガ 「ツ」反 磨 檜 張

度 ラ検 索 シ得 ザ リキ。

第6節 小 括 拉 二考 按

Petroffu.Stewart;(3)R.M.Bohart;{8Mc.

Junkin;Dienes,Sch6nheitu.Scheff;Dreyer

等 二依 レバ 貌脂 結 核 菌 テ以 テ 「ツベ ル ク リ ン、

ア レルギ ーニ ノ獲 得 可 能 ナ リ ト云 ハ レ、 又 坂 村

氏 ハ 「アル コー ル」、 「エ ー テル」脱 脂 菌 二依 リテ

之 テ謹 明 スル塵 ア リ。 而 シテ氏 ハ此 ノ際 生 ズル

「アル コー ル」「エ ー テ ル」可 溶 性 脂 質 ニハ該 能 力

ラ認 ム1レ能 ハズ ト樗 セ リ.(48宮 井 氏 ノ・余 ト同 ジ

ク「エ ー テル」脱 脂 菌 膿 テ 供 試 シソ ノ15延 子海

猿 皮 下 二注 射 シテ、 「ツベ ル ク リ ン」皮 内反 慮 蚊

二熱 反慮 ガ陽 性 二轄 化 セ シ斗認 メ タ リ
。

余 ガ以 上 ノ成 績 ラ通 覧 スル ニ、 「エ ー テル」脱 脂

菌 ラ以 テ海 瞑 二 「ツ」、 「ア レル ギ ー」テ賦 與 シ得

ル コトハ瞭 カ ナレ ドモ、ソノ7延 以 下 ノ量 テ以 テシ

テハ、各試 獣 二毎 常 之 テ求 ム ル能 ハズ、漸 ク31薩

ノ大 量皮 下接 種 二依 リテ始 メテ全 試 駄 テ シテ中

等 度 以 下 ノ「ツ」反 慮 陽 性 ナ ラ シム ル ラ得 タ リ。

他 方 ㈹ 中島 氏 ハ 「ア ・レコー ル」、「エ ー テ ル」、「ク

ロ ロホ ル ム」テ以 テ脱 脂 セ シ結 核 菌艦 ハ 「ツベ ル

ク リン」作 用 ラ 有 ス レ ドモ 「ツ」過 敏 性 ラ與 フル

能 ・・ズ ト唱 フル慮 ア リ。 然 レ ドモ、 余 ノ實 験 二

於 テノ・「エー テ ル」腕 脂 菌 ハ 「ツ」過 敏 性 賦 與 能 力

テ有 ス ル ト同時 二、 更 二 「ツベ ル ク リ)」 作 用 テ

モ有 スルモ ノ ・如 ク思 惟 セ ラル
。

麟 ツテ本成 績 テ襲 二第2同 報 害 二於 テ述 ベ タル

臭 素 作 用菌 ノ夫 ト比 較 スル ー、1乃 至3延 前 塵

置 ノ場 合 ニ ハ雨 者 二大 差 ナ ケ レ ドモ進 ンデ7雇

前 庭 置 ノ場 合 二至 レバ、 後 者 二依 ル 「ツ」反 磨iノ

強 サバ 明 カ ニ前 者 ヨ リ優 レ リ.

更 二加 熱 死 菌 ト比 較 スル 時 ハ 「エ ー テル」脱 脂 菌
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ノ 「ツ」反 慮 賦 與 力 ガ各 免 疫 群 共 二遙 カニ劣 レル

テ認 メ得 可 シ。 斯 ハ既 二第2同 報 告 二於 テ認 メ

タル慮 ト全 ク相 一 致 セル モ ノー シテ、 畢 寛Bo-

issevaina.Schaeffer;Petroff;(34)Zinser,

Ward,Jennings;Petroffa,Stewart;税 所 氏

等 ノ唱 フル如 久 脱 脂 菌 ノ「ツ」、 「ア レル ギー」

賦 與 力 ハ加 熱死 菌 二比 シテ劣 レル モ ノ ト結 論 セ

ザ ル可 ラズ。 而 シテ斯 ノ・Mc.Junkin,R.M.

Bohart等 ノ所 設 ト相 反 ス ル虎 トナ レ リ.

次 二「エー テ ル」脱 脂 菌 卜B.C.G.ト ノ比 較 テ行

フ 画 ソ ノ 「ツ」反 磨 畿 現 能 カ ー 於 テ前 者 ノ31廷

大 量 接 種 テ以 テ シ テ 而 モ 倫後 者 ノ1延 一及 バ

ズ。 即 チ「ツ」反 癒 ノ ミ ヨ リ 考 察 シテモ 「エ ー テ

ル」脱 脂 菌 抗 元 性 ハB.C.G.弱 毒 生菌 ・夫 二遙 二

劣 ル ト云 ノ・ザ ル可 ラズ。

最 後 二是 等 ノ免 疫 元 ノ呈 ス ル注 射 局 所 反 慮 ト該

「ツ〕
、 「ア レル ギー 」賦 與 力 乃 至 抗 元 性 トノ關係

二就 キ テー 考 ス ル ニ、 「エー テ ル」脱 脂 菌 ノ、加 熱

死 菌 卜等 シ ク ソ ノ接 種 局 所 二於 テ膿 瘍 形 成 ノ傾

向著 シク大 ナ ル ニ不 拘 、 ソ ノ試 獣 二封 スル 「ツJ

「ア レル ギ ー」賦 與 力 ハ遙 一之 二劣 リ、 而 モ、 該

能 力 ハ局 所 被 吸 牧 卒 ノ遙 二大 ナ ル臭 素作 用 菌 二

比 シテ モ亦 劣 ル虞 ア リ。 然 レ ドモ後 章 二於 テ述

ブ ル ガ如 ク、 ソ ノ感 染 防禦 ノ意 味 二於 ケ ル抗 元

性 ハ加 熱 死 菌 臭 素 作 用 菌 二 比 シ テ 殆 ン ド劣 ラ

ズ、 就 中後 者 二封 シテ或 ハ寧 ロ優 レル ヤ モ計 ラ

レザ ル状 態 ニ ア リ。 即 軍 二 「ツ」反 磨 ノ上 ヨ リ考

察 セ バ襲 二第2同 報 告 二述 ベ タル塵 二反 シテ或

ハ 之 ガ強 度 卜局 所 反 慮 ノ張 度 トニ卒 行 性 ナ キ ガ

如 ク見 ユ ル モ止 ム テ得 ザ レ ドモ、 廣 ク ソ ノ抗 元

性 テ尋 ヌル ニ及 ベ バ、 斯 カ ル結 論 ノ早 計 ナ ル ー

思致 ス可 シ.

第五章 感染防禦實験

全膿 テ5群 二分 チ 第1群 ヨ リ 第4群 迄 ハ夫 々

8頭 、 第5群 ハ10頭 ノ 海 狸 ヨ リ成 ル。 而 シテ

ソ ノ糸田別 ハ次 ノ如 シ。

(1)第1群 。 「エー テル」脱 脂 菌1竈 皮 下 接 種 群

(2)第2群 。 同1-2-4睡 皮 下 接 種 群(間 隔 各

4日)

(3)第3群 。 同1-10-10-一 一101cg皮下 接 種 群 。

(間隔 各4日)

(4)第4群 。B.C.G.生 菌1雇 皮 下接 種 群 。

(5)第5群 。 封 照 ニ シテ無 塵 置 非 免 疫 群 。

各 免疫 元 ハ何 レモ試 獣 ノ左 、右 、下腹 側 部 二皮 下

接 種 シ且 各 群 ノ免 疫 期 間 ハ凡 テ免 疫 開始 日 ヨ リ

算 シテ75日 間 トナ ス。

此 ノ中 免疫 以 前 二発 死 セ シモ ノ多撒 ア リ。 ソ ノ

内繹 ハ 第 表 二示 ス ガ如 シ。 更 二免疫 後 感 染

前 二死 亡 セ シモ ノ ア リ。 斯 カル モ ノニ於 テハ ソ

ノ死 因 ガ免 疫 元 接 種 二基 クモ ノナ リヤ否 ヤ テ究

明 ス ル ノ必 要 アル テ以 テ 凡 テ剖 検 二附 シタ リ。

ソ ノ糸吉果 ハ∈欠ノ如 シ。

(1)第1群 「第15」 號海狸1頭 馳死。(免 疫 終了後

45日)淺 鼠 瞑 、腋 窩 背 側 淋 巴 腺 ・・雨側 共 二米 粒 大 ニ シ

テ、他 ノ淋 巴腺 ニモ攣 化 ナ シ。内臓 二於 テ ・・肺 、肝臓 二

検 鏡 的 蛇 二 肉 眼 的 二 「コク シ ジウム」二 基 ク結 節 ヲ謹 明

ス。 脾 重0.4瓦 、 大 サ1.9×1.2糎 。

(2)第2群 。2頭 艶死 ス。(f)「 第18號 」(免 疫 終 了

後30日 目死 亡)髄 重260瓦 。 淋 巴腺 二攣 化 ナ シ。脾 臓

3個 及 肝 臓 二数 個 ノ粟 粒 大 ノ 邊 縁 不規 則 ナル 黄 色 結

節 ア リ。 検 鏡 ス ル ニ中 心壌 死 二陥 リタル 「コ 〃 シ ジ ウ

ム」二依 ル結 節 脾 ア リ。脾 重0.3武 、大 サ1.5×0.5糎 。

(ロ)第 「25」號(同36日 目死 亡)。 髄 重290瓦 。 淋 巴

腺 、肺 、脾 臓 二 攣 化 ナ シ。 肝 臓 二粟 粒 大 黄 色 結 節1個

ア リ。 ソ ノ他 一 ・・攣 化 ナ シ。 「コ ク シ ジ ウム」症 ナ リ.

脾重0・3瓦 、 大 サ1.7x1.0糎 。

(3)第3群 。 第 「29」號 、1頭 弊 死 。(免 疫 終 了 後25

日 目)禮 重360瓦 。右 側 淺 鼠 瞑 淋 巴腺 小 豆 大1個 ア リ。

他 ノ淋 巴腺 二攣 化 ナ シ。肺 臓 麗 血 シテ槍 鏡 上 肺 炎像 ブ

認 ム。 肝 脾 二 ・・攣 化 ナ シ。 脾 重0.3瓦 、 大 サ2.3×

1.0糎 。

(4)第4群 。2頭 雛 死 。(イ)第 「38」號 。(免 疫 絡 了 後

50日 目死 亡)艦 重260瓦 。 肝 臓21個 、 大 豆大 邊 縁 不

規 則 ナ ル三 角 形 ノ 黄 色栓 塞 標 結 節 ア リ。 「コ 〃 シ ジ ウ

ム1ニ ヨル モ ノト認 ム。 脾 、 肺 、 淋 巴腺 二攣 化 ナ シ。
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脾重0.2瓦 、大 サ1.8xO,9糎 。

(ロ)第 「33」號。(同 日死亡)各 臓 器二著璽 ナ シ。髄重

240瓦 、脾重0.2瓦 、 大 サ1.7×0.9糎 、死 因不 明。

(ハ)第 「38J號。行方不明bナ ル。

以 上 テ通 覧 スル ニ、免 疫 元接 種 後 感染 以前 二死

亡 セル試 獣 ハ何 レモ、 ソ ノ死 因他 ニ ア リテ、 直

接 免 疫 元 ソ ノモ ノニ基 ク障碍 テ受 ケ タ ル モ ノ ト

ノ、思 考 シ難 シ。

次 デ感 染 後 剖 検 時(100日 目)以 前 二死 亡 セ シ試

獣 二就 テ、 ソノ原 因 ガ感 染 二封 入ル抵抗 力 ナ キ

爲 ナ リヤ否 ヤ テ確 ム ル必 要 アル爲 之 ラ剖検 所 見

ヨ リ検 索 セ リ。 ソ ノ圭 ナ ル モ ノハ第10、11表 二

附 記 シ有 リ。 但 シ斯 カル試 獣 ハ 各群 免疫 力 比較

ノ判 定 ニハ素 ヨ リ與 ラザ ル塵 トス。

第1節 艦 重。(第3、4表 及 第5、6表)

免 疫 元 皮 下接 種 テ 行 ヒテ ヨ リ31日 後 二於 テ ハ

「エ ー テ ル」脱 脂 菌 免 疫 群 ノZF均 罷 重 何 レモ減 少

セル ニ反 シテ、B.C.G.免 疫 群 或 ハ 非 免 疫群 ノ

夫 ハ何 レモ檜 加 ス。

然 ル ニ感染 時 帥 チ免 疫 開始 ヨリ75日 テ経 過 セ バ

此 ノ關 係 全 ク轄 倒 シテ却 テ「エ ー テ ル」脱 脂 菌 免

疫 群 ノ檜 加 率他 ヨ リ梢 ㌃大 ナ リ。 斯 カ ル所 見 ヨ

リ考察 セ バ 「エ ー テル」脱 脂 菌 ハ ソ ノ接 種 直 後 二

於 テハ 試 獣 二或 程 度 ノ有 害 性 テ登 揮 スル モ ノ ノ

如 シ。然 レ ドモ ソ ノ持 績 期 間 ガ概 シテ短 キ コトハ

ソ ノ後75日 後(感 染 時)二 於 テ 禮 重増 加 卒 ノ關

係 全 ク逆 轄 セ シ事 實 二徴 シテ モ容 易 二看 取 シ得

ラル ・塵 ニ シテ、 即 チ接 種 後 或 ル期 間 ヲ過 グ レ

バ正 常或 ハ寧 ロ更 二急 速 ナ ノレ匿 重 壇 加 テ示 シ、

加 之 以 前 ノ差 異著 シキ ト相 挨 ツテ斯 カ ル現 象 ノ

生 ズ ル ナ ル可 シ。

次 デ感 染 後 ノ経過 テ 観 察 スル==、 感染 後46日

目 二於 テノ・第1、2、3群 共 二他 ノ第4、5群 ヨ リ

モ農 重 増 加 度 妙 ケ レ ドモ100日 目、 即剖 検 時 二

於 テ ハ第1群 ラ除 キ、 第2、3群 共 二非 免 疫 群 二

比 シテ 梢 ≧著 明 二 優 レ リ。B.C.G.免 疫 群 亦 非

免 疫 群 二比 シテ優 レ リ ト錐 モ、 之 テ第3群 二比

スル 時穂 増 加 率 小 ナ ル ヲ認 ～ ラノレ。

乃 チ艦 重 ノ上 ノ ミヨ リ考 察 セ シ感 染 二封 ス ル抵

抗 力 ハ第2、3、4群 二存 在 セ ルモ ノ ノ如 シ。

第3表 膣 重(卒 均)

謙 瞬
第 一 群362瓦

第 二 群383

337第 三 群

300第 四 群

第 五 群364

培 減

4瓦減

43瓦 減

33瓦 減

8瓦e

24瓦 増

31日 後

358瓦

34L
370

308

388

塘 減

80瓦 二骨

90,,

10,,

30,,

6,,

(75日後)感
染時

438瓦

430

380

338

394

墳 減

26瓦 増

23、P

37,,

55,,

68,,

感 染後
46日

464

453㎜

417

培 加

24瓦 塘

85,,

118,,

39360

蘭 引 　14,,

(感染後100日)

剖検時
488

538

535

453

476

第 4 表

群譲 轟 鷺}問差

,

鷲}間 差辮}間 差
第 一 群 76瓦 壇 40瓦 壇 136瓦 増

第 二 群
}-

47,, 108,,

一 一雫_

155,,

第 三 群 43,, 155., 198,,

第 四 群 38,, 115,, 153,,

1第 五 群 30,, 82,, 112,,

第二節 感染皮膚局所所見(第5、6、7表)

第一項 早期反慮

感染1週 後二於 ケル大量感染部局所 ノ攣化テ観

察 スルー、 百分一雇局所二於 テハ第四、第三群

ノ攣 化 梢 ミ強 度 ナ ル以 外 各 群 二大 差 ナ シ
。 進 ン

デ百分 一 及 千 分 一 甦 局 所 テ観 ル ニ、 全群 殆 ン ド

著 差 テ有 セ ズ。 萬 分 一う匿局 所 二於 テ モ、 亦 同様

ニ シテ、 唯 第1群 ノ ミノ・称 病 攣 強 キ ガ如 シ
。

感 染2週 目 二至 レバ、 各群 殆 ン ド差 違 ナ キ所 見

テ呈 ス。

即 チ以 上 ノ所 見 ヨ リ考 察 セバ、 各 免 疫 群 ノ示 ス

早 期 反 慮 ハ極 メテ不 鮮 明 ニ シテ唯 僅 二第4群 二

於 テ ノ ミ之 ガ片 鱗 テ窺 フニ過 ギ ズ。

第 二項 感染 経 過 二件 フ病 慶 ノ推 移

各 菌 量接 種 部 二於 ケ ル病 攣 テ 日 ラ逐 ヒテ観 察 ス
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第 5 表

免 疫 元 「エ ー テル 」脱 脂 菌1㎎ 同1-2-4㎎ 同1-10-10-10㎎

海6冥 番 號 ・・国 ・21・31・4 ・61・7 1231261271283・13・1 32

膣重(瓦)

免疫時 320 350
-

380

350 3704201 44036036036037q3701320 「

1320感染時 360 430

480

4505701

1・ ・1

510}40046033ρ41q410135q 380

剖検時 390

75日

430 45q690 680 410i500165α450(40①
1

,ゴー

15701(300)1・500

免 疫 期 間 9, ., ,, ⊥
±

75日 "}・ ・"し, 75日 ⊥
十

,,

感 染 時 「ツ」反 晦
一 一 ± 十十 一 什1+1++1-1一 什 什

1週 目

十 分 一 麺 十a 十a 十十a 十什a 十a 十 柵 十十一
十

什 一 ± 柵 十 珊

百., 十 十 十 十十 十
一=二_

一

± 朴 十 ± 一 十十f ± 十

千.. ±

十ニ

ー

± 十 一 一 十十 ± ± 一 ± 十 十ニ

ー

±

萬,,
一 ± ± 十ニ

ー
『}

一

± ± 一
一 一
一

一
一

一
一 一

±

一 一 ± 一

十 萬,, 一 一
一
一

一 一 一 一
『

一

一

一 一 一

一

一

百 萬" 一 一

一
一 一 一 一 一 一 一

2週 目

一
十 分 一 瑳 柵kl需1 帯 H十k 冊 十十k ・冊k 柵 柵 柵 柵 柵k 惜 柵ak

百,,

一
冊k 帯k 一 ±k 柵 十十 柵k ±k 柵k ± 柵 十十k ± 十十k

千,, 十十f 十十 十十 十十f 柵 什 朴 什 ÷十
『 一

十十k

一

± 十十k 十k 十十 什

萬,, ± 十十 十十k 十 十十 十 ± 柵 一 柵 ± ± ±

十 萬" 一 一 一 一 一 一 一 に
軋

一 ± ±k 一 一

百 萬,,1一
一 一 一 一1一 一1± ト 一 一 一 一 一

25日 目

十 分 一 竈 冊u1 柵k 柵u1 柵u1一
柵k

冊ul 柵ul
1柵

u[ 十十u1 冊a 冊u 冊ul 十什ul 柵ul 十十ul

百,, 柵k-
十十k

辮a

柵ul 州・k 柵u1 十k 十十ul 十u1 十十f 冊f 冊u1 ±k

十a

十a 十f

千,, 十k 十十f 十k-
十k

十ニ

ー

柵u1
一一

帯ul　
十a

十十k 十a 十二

十ul二

十s
二

}±s

十s 十十f 柵k 十十a 十k

萬., 十十ul-
十二

±

一
『
一
}

±

十a ± 十s
=

'十十f
十u1 ±k 十a-

±a

十k

十 萬,, 十 ±a 十
=

十k ±k ±s

百 萬" ___」 「十
一 十a・一

一

一 一 『 一一

一

一_

一 一 一 一 一

6週 目

+分 一倒 湘i廻 制1型

廻 冊珊 斗型
十十u11十十k

l-一 一

柵u1{
十ul『
十k『

十十uI 十十u1

　 一一1十十k
一一 一

十k
一 一

十十u1

十十ul 柵u1 ・冊ul Hul 柵ul 十ul

百., 十ul 十k 十s-= 十十ul 十十ul 十f 十ul 十十ul

千,, 十ul十u1 十ul 十a 十十k 十十ul 十k-
十k

十a ±k

一　 一 一

十萬

萬"

一一

一一一一
}+k±kl+k++uli++u1
}一 一 一一1一

十u1-
±k

十十a-
一 一1

十k 十ul 十ul-
±s

十a 一S

,, ±k圧kl±1±a[±ul

f引 耳 「王 田+

十
}一

±
:-
1一

一 十u1 一S 十a 一

一}百 萬., ±u11一 一 筐a 一 一一

±a 一

65日 目

十 分 一 種 階u1
[__

1冊ul

十uli

什ul-
十特ul-
十十ul-
十十ul

十s

冊ul 柵 五】柵ul
　一

十十ul
一一

十十u1

十u1}
十k『
-S

柵ul 柵ul

1++kl+副
柵n

死

柵u1
-一一

十k『

・冊ul 十n

百..
『

『 一一

柵ul

『
十k 十十u1-

十十ul-
十ul-
十u1

十十k}十k 一S
十十ul 十十u1

-_

十十u1『
十u1

干一
±

十n

千., 十十u】

『
-S

-　 冒一

一

十ul 十u1 一一S
十十u】 十十k一

一

萬"1++ul 十k 十a 十u1-1 ～ 十十ul『
十

}

十十k一
一

十 萬,,

1≒1

一}

十 一

一一}

一

㎝ 一

十a 一1-
_1____

-1一+

一
}

一

百 萬^
『
十ul 十k ±u1 一 一 一

1± 分一 睡

,

柵u1階u1『1 柵u1 冊u1 帯ull十十ul_1_

⊆⊇」哩1也1

一

(+烈型L二 囲 十十n一

死

軸

卦n『『

二
100日 目

(剖検時)

1百
1, 柵ul『

柵ul

惜ul 一一n i_S 一1什ul
～ 十k一

一

干,・

一
十k

『
一 一S

一
十u1 (一)si柵ul 一

『
一sL

『一

十u】

二
十十u1 一

一
一

萬,, 十腓ul 十u1

『
-S
『
-S

}
一

一

愈

(_)sl柵ul
、旦 1_

一
一_
一

一 一S
一

一
一 _一

十 萬,, 一S 一n 一 一
(一) 一 十ul 一

一

一

一

一

百萬" 一 一S 一 一 一S 一
(一) _¶` 一 一 一 一

ル ニ十 分 一一ne接 種 局所 二於 テノ、感 染2週 以後 殆 二至 ル ニ從 ヒテ盆 ㌃顯 著 トナ ル
。而 シ テ第3、 第

ン ド毎 常 第5群 二攣 化 最 大 ニシテ・殊 二之ハ後 期4群 ハ剖 検 時 既 二蓋 ク治 癒 スル ニ至 レ リ
。 百 分
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第 6 表
一

免 疫 元 B.C.G.1mg 無 虜 置 非 免 疫 群

海 猿 番 號 34135}36137 4・4・142i4344
11

45 46

髄重(瓦)

免 疫 時130013001300ト300 300}390 380 400 410 330 340

感 染 時1290137013501340 36・i45・ 370 440 430 350 360

剖 検 時1(12①50014401 420 320 570 500 510 290 540 500

免 疫 期 間 75日,, ,, ,,
一 一 一 一 一 一 一

感 染 時 「ツ」反 慮 、 柵 柵 1十 十 什 一 一 一 一 一 一 一

1週 目

+分 一 種1柵 柵kl+ 柵 十i十1±1十 十r±1十 十1±
ll 1__

:十
1百,, 十

1

十十 十一 什 ±i± ±1+± ・ ± 一

一 一一一

萬

千,, ± ± 一 ± 十 ±i±1-± ±1±

,, ± 三 二.
一 ± 十 引 一 ゴ ± 引 一1

ゴ 豊 上一一一
百萬"

一 一 一1 一 一1 引 一 「 一 引 一
1_rl_ 一 _i_1_1_1司 司 一

2週 目

十 分 一 地,柵k
1-

_Lサ+

十十
1

柵 帯k 柵k 柵k 器kl柵k 冊k!冊a泄fkl柵k

惜k1帯kl++百,, 十十 柵k 柵k 什 柵

　　一 一

柵
[十 十

千,, 十十 十 十十 十十 十十k 惜
1

帯i措k
1什

什一_

±萬"i± 一 ± ± 十十 十十 十十 ++[斗k ±

十 萬,, ± 一 ± 一 ± ± 十 一1-i-!一

百 萬" 一 一 一 一 一 一 一 _:_}_!_ し

25日 目

十 分 一1睡1惜u旦++k・+卜ul旨 鼎ul 柵ul 冊ull柵ul 柵u豆 柵ul 柵ul}柵ul

百., 1十Huli±kl十 十kl柵ul 十十ul 督ul陣1 十十ul 柵ul 十什ul
; 十十

ul

千" +ull
1 -一 ■

+』'1+,1++ul

嵩 匡r
_「 二 三r+s

l-一 一 『 『

1一ニ
ー.二_

1土 塗樋[璽1工 含一土S泄k陛U伽L細

十十ul 十十ul 十十k 柵u1 柵ul 十十u1 柵ul

一 一

一一一 一_

百萬

萬,, 十kl十s一
_」 一 一

十十ul 柵ul 十ul 十十k 柵ul 什}a 柵k

+萬"E・1一 十a 十k 十a ±a

1

+al+a !十a

1_1_
●● 隔

『一一

+al+a_1_ }++a 一 ±al=庄a

百"1+ul-n

冊ul 柵ul 冊ull柵ul

6週 目

一}

千
一 一 一 一_

1-一

[
_ 隔k冊ul

ト+ヒ 陣1

-一 柵ul

柵u11柵ul 柵ul 柵ul

層

舳1[胴
・ 」+ul[キs

一{一 一一一

一
十k'十ul 十ul 十十ul ++a胆ul

萬3,1±
一n

-一 一 一

一

一 一一

州;+k!+k

圃1±k汗7rl+a… ±al

±k暇r±ai+k

1柵 粥ul陣ul

{十 萬.
1}
:百 萬一

1一 一

Lニ ー
1一

一 一

旨
1-一

}-　 一 一一

一 一

一l

l±

1
1

十uU十k

_,_ ==一一 i士a「 壬マ

65日 目

十 分 一'地

百

千

萬.,
　　 へ

十 萬2,

百 萬"

十 分 一 薩

1。。日目[千

(剖検時)

百.,

萬,,

二塩 一・

百 萬,,

柵ul1-n

十十k

±k

一S

一ni

,-nl一

一n

±k

一S

一1-1一

柵ul

冊ul

柵ul

i(n・HH・)ul

・Hul

十十ul

(柵/u1

i十ul

IL哩ul

1±sl鼎ul

柵ul

十十ul

十十ul

冊ul

十十ul

十k

十十u!k1-Ak

輪 τ長1_s

±k--sl

〈十十ノul

皇2歯
(一)日

(一)

1十 十n1柵ul

十n

一 一 ±sl_h

一 …
「}

十S-S

十ul

十k1

十十ul

柵ul

十十u1

柵ul

柵ul

十十ul

冊ul冊ul「 冊ul

柵ul

柵ul

十十ulI柑u1

王 副 一fi1一王i♂!

++ka

十十ul

十十k

十十ul

十十ul

什ul1朴k

±ull+k

±1十k

骨aulL璽 料ul什u1

十十ul 十十十u1十k±ul

十十ul

十ul

±k

一S

冊u1+ull+ul

柵ul}⊥ul

料uli±s

帯ull-h

十ul

±s

一 一S

一薩 局所 二於 テ モ全 ク同檬 ノ關 係 ア リ
。而 シテ5群 二比 シテ著 明 二輕 微 ナ ル コ ト注 目 セ ラル。

殊 二第6週 以 後 第2・3・4群 ノ呈;1.ル 病攣 ガ第 千 分 一一乃 至 萬分 一延 局所 二於 テ モ、 日 ラ逐 フニ
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第 7 表

擁講 譜+分 一彪百分一選千一 麗 士萬蓬 難

一

週

目

第 一 群2.62.00.80.800

第 二 群2.11.51.00.300

第 三 群3.32.01.30.300

第 四 群3.52.30.80.500
1

第 五 群1.91.31.OlO.400
1

二

週

目

第 一 群4・22・62・412.400

第 二 群4.22.82.712.30.20

第 三 群4.02.32.7 1.00.30

第 四 群4.33.82.5 0.80.50

第 五 群4.63.63.412.40.6:～

ー

第 一 群4・64・02・812・61・20・6

第 二 群4・33・02・111・50・80・2

第 三 君羊3.71.72.3
昼

1.70.70

第 四 群3.83.01.8 0,300

第 五 群5.63.43.4 3.41.91.0

六

週

目

第 一 群4・63・42・412・21・01・0

第 二 群3.52.02.2;2.00.50.3
t

第 三 群3.02.0 1.7!1.3 0.70.3

第 四 群2.01.51.0 巨3 00

第 五 群5.14.42.9
13・312

・o

1.71.3

六

十
五

日

月

第 一 群4.43.42.2 1.6 0.8

0.4第 二二 群3.42.22.011.8 1.2
　一__

0.7第 三 群3.72.32.。}}、.7 0.3

第 四 群 ・.・ ・.・ ・.31…
『一一一

第 五 群5・03・63・113・11・91・4

百

日

目

第 一 群4・82・01② 忌2

L

尊

00L
__.

L」L
lO

第 二 群2.61.61.81.80.4

第 三 群3.01.0 0
　 『　一一}

0

0 0
-　

0第 四 群00
一

〇 0

第 五 群3.42.72.・1・.90.710.6『
[

備 考:本 表 ・・第 五 、 六 表 中(±)ヲ0.5(十)ヲ1、 以 下(十)

毎 二1鮎 ヲ加 へ 夫 々卒 均 セ シモ ノナ リ。

從 ヒ、 第2、3、4群 ハ 病攣 進行 停 止 或 ノ・治 癒 二

向 フ傾 向著 シキ ニ反 シ、 第5群 ハ然 ラズ。 唯 第

1群 パ ノ、ソ ノ差 然 カ ク顯 著 ナ ラズ。

十萬 乃 至 百 萬 分一 竜 ノ微 量感 染 部 二於 テ剖 検 時

迄 全 然病 攣 テ呈 セ ザ ル モ ノ即 チ絶 封 的不 感 性 ラ

示 シタ ル モ ノハ 第3、 第4ノ 雨群 ニ シテ、術 第2

群 ノ 「26」號 モ之 一屡 セ リ。 然 レ ドモ、 此 ノ關 係

ラ最 モ顯 著 二表 現 ヒ シモ ノ トシテ ハb第4群 二

及 ブモ ノナ シ。 進 ンデ斯 カ ル維 封 的 不 感 性 ノ ミ

二止 マル コ トナ 久 更

二從 令 一 程 度 ノ病 攣 ア

リ トスル モ、 ソ ノ程 度

ガ封 照 二比 シテ、 輕 度

ナル モ ノ、 或 ハ治 癒 的

傾 向 テ示 シタル場 合 、

或 ハ 又 全 然 治 癒 セ リ ト

認 メ ラ レ、 而 シテ ソ レ

ガ封 照 二比 シテ明 カ ナ

ル 差 ラ示 シタ ル場 合 等

之 テ比 較 的 不 感 性 トシ

テ発 疫 存 在 ノ標 示 トナ

ス時 ノ、第4、 第3群 ハ

素 ヨ リ第2群 ノ如 キ モ

亦 之 ラ有 ス ル モ ノ トナ

ヘラ得 可 シ。 唯 第1群

ノ ミニ ハ此 ノ關係 顯 著

ナ ラズ。

(小括)

感 染 皮 膚 局所 ノ発 疫 性

存 在 ノ有 無 テ判 定 セ シ

ニ、 早 期 反 慮 二於 テ ハ

各 群 何 レモ甚 ダ不 鮮 明

ニ シテ、 唯 僅 二第4群

二於 テ ノ ミ多 少 ソ ノ傾

向 子窺 ヒ 得 ル ニ 過 ギ

ズ。

反 之 、 感 染 経 過 二件 フ

局 所 病 攣ソ 推 移 テ観 察

セ バ第3、 第4雨 群 二

著 明 ナ ル発 疫 性 ノ存 在 ラ認 メ得 可 ク、 更 二第2

群 二於 テ モ輕 度 二之 テ詮 シ得 タ リ。

然 レ ドモ、 第1群 ニ ハ之 テ認 メ難 シ。

第 三 節 局 所 淋 巴腺 所 見

感染 経 過 中(第8表 第9表)蚊 二剖 検 時 二亙 ル 各

近 接 淋 巴腺 ノ病 攣 ラ ー覧 去ル ニ次 ノ如 シ。(第9

表 ハ第8表 二記 載 セ ル病 憂 中(±)ラ0.5黙(+)

テー勲 トナ シ以 後(十 〉テ壇 ス毎 一一黙 テ加 ヘ ツ

ツ之 テ各 群 毎 二李 均 セ シ藪 値 ラ示 セ リ)。
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表8第

死

ー

ー

l
i
I-

ll

,
ρ

'

ー

-

、

ー

28

±
一

±
一

帯

柵

冊

什

柵

器1十

冊柵
柵ーllllI什

柵Il什

柵什

柵什

什粁

群疫免非置塵無ー群疫免塘αC践

46

十

十

十一

一

什

軒

朴

什

柵

柵什
柵「臣ー,「ー1

1柵

什ー十

柵

柵

柵

卦

柵

柵

ー

1
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ー

柵

柵柵

柵ll柵
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「

±

±

±
一

十

十

十

十

骨

督

什

什

朴
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一
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什

十

柵

柵

十
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朴

柵

柵

柵
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一
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一

十
一
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十
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十

十

十
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帯

±

±
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±

±

柵

世
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柵
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柵
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±

±

±

柵

什卦
i

冊

柵

十

什
…m督

冊

柵督

冊

朴

17

±
一

十
一

什

柵

十

±

冊

柵

十

十

冊

什

什

十

冊

柵

十

十

覗

十
一

±
一

督

柵

±

帯

督

什

十

什

什

督

十

柵

榊

柵

朴

ー

16

±
一

十
一

什

什

什

什

什ー

什

柵

ー

li

什什

什

粁

柵
什ーー,ーー

ー帯
柵

冊

帯

柵

41

±

±

±
一

什

柵

柵

什

卦

柵

柵

什

柵

柵

柵

軒

柵

冊

什…m

柵

疫

14

十
一

±
一

柵

柵

冊

惜

柵

柵

珊

柵

柵

柵

冊

柵

柵

柵

如

±
一

十

±

柵

柵

柵

丹

冊

什

柵

柵

冊

柵

冊

柵

冊

柵

柵

柵

免瑳

13

±

±

±

±;
一

冊

柵

冊

什

柵

柵

柵

惜

柵

冊

冊

柵

柵

柵

柵

柵

37

±
一

十

±

什

卦

什

什

督

十

什

十

骨

十

朴

十

榊

惜

什

十

群帥脂脱力かー

12

±

十

±

±

柵

柵

珊

±

柵

柵

柵

什

柵

冊

帯

量

柵

冊

柵

36

±
一

±
一

柵

什

粁

什

柵

什

特

卦

什

什

朴

什

冊

柵

柵

柵

物

11

+一

一

十

±

柵

什

柵

什

冊

什

柵

什

什

什

惜

朴

冊

骨

柵

什

35

十
一

十
一

針

督

柵

卦

什

什

柵

什

什

什

冊

什

什

柵

柵

甘

10

±
一

十
一

柵

珊

柵

什

冊

什

惜

十

什

什

柵

甘

冊

柵

什

督

34

±

十

±
一

惜

什

什

朴

什

什

柵

什

朴

卦

冊

什

柵

柵

柵

柵

群疫免

號

腺番肥接近
瞑鼠淺

窩腋

瞑鼠淺

窩腋

瞑鼠漫

窩腋

瞑鼠淺

窩腋

瞑鼠淺

窩腋

膜鼠淺

窩腋

鼠瞑

窩淺腋

瞑鼠淺

窩腋

鼠瞑

窩淺液

瞑鼠淺

窩腋

群疫免雇剛mレ同
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十

}

一

十
一

柵

十魅

什

±

柵

十

十

十

冊

朴

十

十

冊

十

十

±

側右

側左

ーー

-

1側右

側左

側右

側左

柚 月,d

l
加

L
-翻

副,
,

左

「

訓

…
+
一

±

十

柵

什

什

十

柵

什

什

柵

柵

柵

柵

惜

死

感
染前

25

日
目感染

40

日
目感染

50

日
目感染

65

日
目感染

1

30

十

±

±
一

什

±

冊

珊

±

±

柵

世

十

±

柵

柵

赫

十

柵

柵
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第 9 表
＼ ＼敗 別

　

近接淋 巴腺'＼

第
五
群

第
四
群

第
三
群

第
二
群

第

一
群

感
染
前

右側

左側i淺鼠瞑
腋 窩

譲鼠難!量il蟄 器
0.7;0.70.8-6-=6

右側感曹

染目陣

感40
日

染 目

淺鼠瞑

腋 窩

ll[淺 鼠 瞑

留
薇

主!国3・02・5
2.81

3.8

腋 窩12.4

右 側i楓 灘 ・9
腋 窩2.6

o「 δ誘 下 互
一 一1-1一

左lu
腋 窩陸

右側騰 鋸
1-i

1.5}1.212.0

2.52.7・2.3

コiで5函
2.12.512.3

　 　 ロ　

1.811.2i1.8

12.り
　　 へへ ヘ ギ

1.8

2.12.72.0

1・8L量 ・32・0

≦と3Li凶 一墾

2.23.31.8

翌1埜Li馨

1.91.ol3.0
　 　　 　　

餐農 逡i

磐
2.7

1- 　
2.7

}-1-1『

、乾鼠趨翻 蕊 臨 トニ
2.212.0,3.3

:

感50

日

染 目1 .!i側1淺 服

1・ 腋 窩

感曽 右側i雛

染目 剃 灘

3.4

2.6

3.3

2.8i

3.2

2.yt

一i一

。
1

β

一
渇

の

」

3

3

'
3

1

7

7

3

」2

2

3

一
2

3

2

3

3

3

2

4
1

3

3

3

第1群 ハ感 染 後 剖 検時 二至 ル迄 近 接 淋 巴腺 ノ病

攣 殆 ン ド封 照 ト選 ブ腿 ナ ク、 第2群 ハ右 側 大 量

感 染 側 ノ病 攣 常 二封 照 ヨ リ軽 度 ニ シテ、 左 側 ノ・

初 期 ニ ハ大 差 ナ ろ一レ ドモ殊 二感 染 後 期 二至 リテ

梢 ミ差 異 テ 生 ビリ。

第3群 二於 テ モ大龍 第2群 卜殆 ン ド同 様 ノ傾 向

ア リ。

第4群 二於 テ ハ、 感 染25日 目 ノ 所 見 ハ各 淋 巴

第

腺 共 二封 照 ト殆 ン ド差 異 ナ キ ニ不 拘 、 以 後 日 テ

経 ル ニ至 レバ、 雨 群 ノ間 二顯 著 ナ ノt相違 テ來 セ

リ。

以1ソ 所 見 ヨ リ観 察 入ル ニ、 第4群 ガ生 菌 感 染

二封 シ或 程 度 ノ抵 抗 力 テ有 ス ノしコ トハ明 カー シ

テ、 即 チ當初 封 照 ト同程 度 ノ病 攣 ア リ シニ不 拘

後 ニ ハ之 ヨ リ劣 ル ニ至 リ シガ如 キハ畢 尭 該 群 淋

巴腺 病 攣 ノ進 行 ガ封 照 ヨ リ遙 二緩 慢 ナル テ物 語

ル庭 ナ リ.第2、 第3群 二於 テノ、斯 カル 關 係 ガ

第4群 程 一 ハ著 明 ナ ラザ レ ドモ、 而 カモ左 側 微

量 感 染 側 二於 テ之 ラ認 メ得 可 シ。 即 チ之 ヨ リ シ

テ第2、 第3群 モ亦或 程 度 ノ感 染 防 禦 力 テ有 ス

ルモ ノ ト」思・1生セ ラル。

但 シ、第1群 ノ ミノ・本能 力 テ具 有 ス ル ニ至 ラズ。

第 四笛 剖 検 所 見(第10、11、12表)

第 一 項 遠 隔 淋 巴腺 所 見

遠隔 淋 巴 腺 テ絡 括 的 二観 察 ヘル時 ハ 各免疫 群 何

レモ封 照 一;・一比 シ病 攣 輕 度 ニ シテ、 就 中 第4群 二

最 モ著 シ ク、 第2、 第3群 之 二亜 グ。 而 シテ第

1群 ハ利緊 僅 二封 照 二劣 ル程 度 ナ リ。

進}デ 各淋 巴腺 二就 キ詳 細 ナ ル比 較 テ試 ムル ニ

第1群 ハ不均 数値 二於 テ ノ・上 記 ノ如 ク著 シキ差

違 与示 サ ザ レ ドモ、 淋 巴 腺 ソ ノモ ノ ・病 攣(硬

化 、 乾 酪 化 等/ハ 封 照 ヨ リ 般 二 租 支進 行度 劣

レ リ。

第2群 二於 テハ斯 カル病 攣 進 行 度 ノ相 違 ガ更 二

遙 二顯 著 ニ シテ、 乾 酪 化 二陥 レル モ ノ殆}ド 無

シ。 而 シテ此 ノ關 係 ハ殊 二顎 下、 上 深 頸 、 前 上

10表

近

接

淋

巴

腺
淋

元

號 10

i… 日

右1柵c

「エ ー テル 」脱 脂 菌1彪

深鼠瞑

腋窩背側

固有腋窩

生

右

左

一右

左

一右

左

1冊c

十十1

十

冊c1

柵c!

柵cノ

十Hc

11

,,

柵c

鼎c

±

±

冊c

柵c

柵c

判十1

・2113

柵c7柵 ・c

什H十十十c

±

ざ

c

柵

[
冊

・柵c

柵1

十十1

冊c

十

柵c1

冊c1

帯1

冊cノ

14

,,

柵c!1

平均

柵c!

十

±

柵c

柵cノ

柵cノ

柵1

4.4

48

1.0

1。4

4.6

4.6

3.0

3.0

「エ ー テ ル」腕 脂 菌1-2-4種

・62326271(17)

100日

柵c

孫 π

±一π

柵1

±

十

,,

十十

塾
±
柵1

±

冊}c

±

柵c,

柵1

柵c

±

±

±

柵c

柵c

「再c

柵c

±

±

.世 』_

柵c!

柵1

十十

80日

柵cノ

柵c

±

十

報}c

柵c

十十c,

十

亭均

3.ぢ

4.0

0.9
一了了

2.3

4.3

1.0

2.8
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巴

腺

所

見

内

臓

所

見

噸 下

顎 下

上 深 頸

薦 骨

下 腰 部

氣管氣管枝

右
万
万
左

壷

左
右

左
万
万
右

一
左

腸 間 膜

肝 『F

前 上 縦 隔 賓

壁

肺

臓一

臓

脾

臓

匡 量(9「)

大 サ(cm)

病 攣

感 染 前 「ツ」反 晦

十

十

十

十

十

什

十

土

柵

帯

柵1一再

1

什

柵1

柵 十十十十

十柵 十十

十十1十

H十1十

什

什

十

十

十1

サ

什

±

十

十

十1十 十1

柵c1

冊c1

柵1

柵1

エ

　
　

辻

柵
樹c1

十十十什十

帯

柵1

一HH・1

「「
十十1

冊1

十

冊

十

2.74,01.5

　 　

3・2×2.?ド ㌔5×2・Oj・7× ご.2

×0・liNO・il×0・L

帯 冊 冊

一 ±

十十c1

冊cノ

柵1

冊c1

十

十

十十1

十

柵c1

冊c!

十

耳F[r

冊c1

什

冊cノ

什

1.6

2.4

2.0

旦 十十

± 十 十十1

十十 十 十

・冊c!

1
冊Il

冊1

2.6

一一!'i

」L
十

十

1・81+

1.21+

十 十

料[平

十

{惜1

++
一一i

1-一

十十

十十1十

1.1

3.0

十

冊1

柵1

3.2十 十

3.21十

3烹1+
　

2.2柵

±

十十1

±

　
±1柵1

柵1惜1

冊1

柵

柵1

冊cノ 柵1

冊

2.2

3.5×1.5

× り.ゴ

柵

十十

什

什

認1讐'1什

冊1

柵

柵II冊1
1

i冊1

++++++15.41柵 柵

柵2.6

6.2 3.3

十 柵

1,71.2

柵

5.0×3.G

×1.0

冊

2.0
1__

ふ8× ゴ.LJ,1.5×L8}3.0×1.う3.0×1.0

×0.7xO.2×O.51×0.5

3.8十 十 十十 十

± 十 十十

±

粥

十十

十

十十

±

　
エ

±
百

冊c

耳r
Tf
冊1

柵1

十十1

十十什什

冊

5.1

5.0×'[,.5

×rl.8

冊

十

±

十

±

十

十一王一

±

±

±

…十

十

十十c!

十

什

十

±

柵

紳

1.5

1.6

1.5

1.3

1.8

1.8

1.1

0.6

2.8

2.4

2.3

2.8

3.3

3。5

2.5

4.0

2.0

2.5

3.7×1.7

×0.5

2.5

縦 隔 寳、 氣 管 氣 管 枝等 ノ淋 巴腺 二於 テ ソ ノ著 シ

キラ認 メ ラル。

第3群 二於 テ モ、 第2群 ト略k同 様 ノ 關 係s'

リ、 而 シテ、 殊 二前 上 縦 隔 寳 、 肝 門 等 ノ淋 巴腺

二於 テ封 照 トノ懸 隔 著 シ
。 但 シ本 群 二於 テ實験

途 中艶 死 セ シモ ノ多 キ爲、 僅 二2頭 ラ以 テ判 定

ノ資 トナ ヘノ止 ム ナ キ ニ至 リタル ハ極 メ テ遺 憾

ナ リ。

第4群 二於 テ・・剖 検 時(100日 目)遠 隔 淋 巴腺 二

乾 酪 愛 性 テ示 シタル モ ノ1個 グ ニ ナ シ。 唯 感 染

85日 ノ早期 二 艶 死 セ ル134」 號 海 猿 ニ ソ レモ極

一 部 二認 メ タル ノ ミナ リ
。 即 チ封 照 二比 シ著 明

ナ ル差 違 テ看 取 シ得 可 ク、就 中顎 下、上深 頸 、薦

骨、 下 腰 部 、肝 門、 腸 間膜 等 多撒 ノ淋 巴腺 二於

テ殊 ニ ソ ノ關係 明 カ ナ リ。

第 二 項 全 淋 巴腺 所 見

近 接 遠 隔 テ論 ズル コ トナ ク、 全 淋 巴腺 テ縮 括 的

二観 察 セバ、 第1群 ハ封 照 ヨ リ極 輕 度 二病愛 勘

久 第3群 ハ比 較 的 著 明 二、 第2、 第4群 ハ著

明 二病 攣 輕 微 ナ リ。

第 三 項 内臓 所 見

肺 臓 二於 テノ・各免 疫群 何 レモ封 照 タ ル第5群 二

比 シテ、 明 カ ニ病 攣 輕 度 ニ シテ、 就 中 第3、 第

4群 ノ如 キ最 モ著 シキ テ認 ム。 肝 臓 二於 テ ハ第

1群 ・・封 照 ト大 差 ナ ク、 第2群 ハ鞘 支病 塗 劣 レ

リ。 反 之 第3、 第4群 ハ極 メテ著 差 ア リテ、 且

第3群 ハ第4群 ヨ リモ却 テ病 愛 輕 微 ナ リ。

脾 臓 病 愛 二於 テ モ、 略 支肝 臓 二認 メ タ ル ト同様

ノ關係 ア リ。 但 シ此 ノ際 第3、 第4群 間 ニ ノ・差

違 テ認 メズ。 脾 臓Zド均 重 量及 卒 均 大 サ ニ於 テ モ

亦 同様 ニ シテ、 印 チ是 等 後 者 ト脾 臓 病 慶 トハ互

ヒニ添目立立行 スル モ ノ ・如 シ
。

是 等 ノ所 見 ラ練 括 シ、 内臓 全 龍 ト シテ ソ ノヲ丙攣

テ観 察 スル 時、 各 群 間 二 存 スル優 劣 ハ次 ノ如

シ。 即 チ第1群 ハ僅 二封 照 ヨ リ病 攣 勘 ク、 第2

群 ハ租 支著 明 一、 第3、 第4群 ノ・顯 著 二病 愛 一劣

レ リ.而 シテ第3、 第4雨 群 間 ニ ハ大 差 ナ シ
。

斯 カル所 見 ハ更 二 内臓 、 淋 巴腺 凡 テ ラ総 括 シテ

観 察 スル モ、 全 ク同様 ニ シテ、 唯 此 ノ際 ニ ア リ

テ ハ、 第3群 二比 シ第4群 二最 モ憂 化 小 ナ リ。
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第 12 表

＼ 群 別

剖検廟 ＼＼
實験當初頭撒

免 疫 時 頭 徽

感染 前死亡数

感染後死亡 鍛

感染前「ツ」反 磨

-内
肝

臓

臓

脾 病
(大サ準均)

臓 重 サ

淋
巴
腺淋

墜
鼠

鼠

均
罐

震

縛

淺

深

臓内
匠

接

腋窩背側

固有腋窩

頭 下

遠

隔

淋

腺

巴

腺

顎 下

上 深 頸

薦 骨

下 腰 部

巴肺 上縦隔竃
腸 間 膜

肝 門

1氣管氣管枝

1
第一群 第 二群」

88

6

1

0

±

2.6

5.4

3.8

2.2

読i'

21.6

4.6

1.2

4.6

3.0

2.0

2.3

1.7

1.2

3.1

2.6

2.2

4.0

3.2

灘 灘 寒均膿

感

染

局

所

十 分 ・一一・選i

百,,

千,,

"剥

4.8

2.0

1.2

1.2

8

2

9
配

十

2.0

4.0

2・5

-.一..

2.0

あ

砺

2

一18

3.8

1.0

3.3

1.9

1.6

1.4

1.8

0.9

2.6

2.5

3.3

3.5

2.6

42.3

71.4

2。6

1.6

1.8

1.8

第三群

十 萬,,

百 萬,,

感染局所総ZF均

0

0

6.8

総
括

8

5

1

1

世

0.8

0.8

0.8

1.6

0.9

8.1

3.5

1.1

3.4

2.3

1.5

2.5

2。0

1.8

2.3

1.5

3.0

2.5

3.5

54.0

62.1

3.0

1.0

0

0

0.410

00

5.2 2.5

糸瑠、 言†455306.5129.1
へ 　　 　 　

、ZF均191.Ol76.6「6盛 『

第四群

8

7

3

1

_世..

0.7

1.3

0.7

1.3

0.9

7.9

4.0

1.7

3.7

2.7

1.0

1.2

1.5

0.7

1.7

3.0

2.0

3.0

3.5

43.〇-5藤 「

0

0

0

0

0

0

0

152.8

50.9

第五

10

8

1
τ

4.1

5.3-i万

2.4

3.8

24.9

4.8

2.0

4.1

3.5

1.6

2.1

2.6

1.3

2.7

3.1

3.6

4.3

3.8

67.4

92.3

万7f

2.7

2.1

-9一

0.7

0.6

7.7

而

100

備 考 本 表 ・・第10、11表 中(±)ヲ0.5貼(十)ヲ ー一

貼 トシ、 以 後(+)ヲ 墳 ス毎 ニ ー鮎 ヲ加 ヘ ツ

ツ之 ヲ各 群 毎 二ZF均 セ シモ ノナ リ
。

醒 前 腿 置 二依 リテ試 獣 二與 ヘ ラル ・免 疫 性 ハ、

比 較 的輕 微 ニ シテ、 封 照 ト ノ間 二充 分 ナ ル差 異

テ生 ズル ニ至 ラズ。 反 之 ソ ノ7延 ラ以 テ前 塵 置

セ ラ しタル 海猿 ハ ソ ノ後 ノ生菌 感 染 二封 シテ或

程 度 ノ感,染防 禦 力 テ 與 ヘ ラ レ、 更 ニ ソ ノ31彪

一及 ブ大 量 ラ以 テ セ ル場 合 ニ ハ盆 ≧顯 著 ナ ル免

疫 性 テ登 現 セ シメ得 ラ レ タ リ。

然 し ドモ、 弦 二注 意 孔可 キ ノ・本 大 量 接 種 試 駄 ノ

中成 績 判 定 二關與 セ シモ ノガ僅 二2頭 二過 ギ ザ

ル コ トー シテ、 即 チ本 成 績 バ ヲ以 テ直 チ ニ全

汎 ラ律 ヘル コ トハ 些 力輕 卒 ノ憂 ナ キ能 ハ ズ。 唯

此 ノ際 紗 ク トモ本脱 脂菌 大 量接 種 ニ ヨ リテ、 或

程 度 ノ感 染 防 禦 力 ラ賦 與 シ得 可 キ ハ認 メ テ可 ナ

第13表

群 別 隔 綿 二麟 三綿 四麟 五

幽
り
菌

ノ
ヒ
日

』

テ
棚

元更免

免 疫 量

感染 後盟
重塘 加 度

反当「

期

磨

早

反

一
ー
ー
-

1mg

免 不感性

接
腺巴

近
淋

隔
腺

巴
括

巴

淋
総

遠
淋

全
腺

疫

性;内 臓

,淋 巴腺内 臓

」1 練、 括

十

±

±

十

±

±

±

,,

7,,

冊

十

十

±

十

十

十

31,,

柵

量

什

±

帯

十十

B.c.G.l
i

1mgi

十什 十十

柵 一

±

十

十十 ±

十

柵

柵

第六章 総括及考按

以 上詳 述 セ シ庭 テ簡 軍 二 総 括 セ バ第13
.表 二示

ヘガ如 シ。 之 ヨ リ観 ル ニ、 「エ ー テ ル」脱 脂 菌1

ル可 久 而 シテ ソ ノ程 度 二關 シテハ
、 今 同 ハ唯

少 量前 虚置 ノ場 合 二比 シ、 ヨ リ強 力 ナ ル抵 抗 力

ヲ試 獣 二與 へ得 可 キ傾 向 テ有 一ヘル ガ如 シ トノ結

論 ラ以 テ終 ル ラ妥 當 トス可 シ。

次 デ・B・q・G・ 生菌1聯 以 テ 前 慮 置 セ シ場

合 二於 テハ、 ソノ試 獣 二 與 フ ル 免 疫 性 最 モ強

ク池 ノ何 レ ノ群 ヨリモ遙 カニ優 ル ヲ認 メf專列
。
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斯 カル 關 係 ハ襲 二余 ガ臭 素 瓦斯 脱 脂 菌 ヲ以 テ セ

シ場 合 ト甚 ダ類 似 シ、(第3同 報 告 参 照)即 チ均

シ ク脱 脂 死 菌 二依 リテ 「ツ」反慮 ノ登 顯 乃 至 感 染

防 禦 力 ノ賦 與 二成 功 シタ リ ト錐 モ、 「ツ」ノ強 サ

ニ於 テB.C.G.ノ 夫 二劣 リ シ事 ハ雨 者 二全 ク

共 通 セ シ所 見 トナ レ リ。 麟 ツ テ考 フル ニ、抑 モ、

脱 脂 結 核 菌 ノ抗 元 性 二關 シテノ・、 現 今 質 否 相 牛

スル ノ現 況 一 ア リP即 チPetroffu.Stewart,

R.M.Bohart,Dienes,Sch6nheita.Scheff,

Dreyer,宮 井 氏等 ハ 「ツ」「ア レル ギー」ノ登 現 ヨ

リ 「20Meyer,(iilDienes,(10)Deilmann,中 島氏

等 ハ補 禮 結 合 反 慮 ヨ リBaldwin・ ・沈 降 反 慮 ヨ

リ ソ ノ抗 元 性 テ立 謹 ヘル 所 ア リ。 又Tulloch,

Seiffert,Zeuner,税 所 、 野 口、遠藤 、百瀬 氏 等

ハ 夫 々特 有 ナ ル脱 脂 法 テ施 シ タル結 核 菌 テ以 テ

セ ル感 染 防 禦 試 験 二於 テ陽 性 成績 テ基 ゲ、 ソ ノ

他(3}Borssjak,Sieberu.Metalnikow等 何

レモ脱 脂 菌 ノ免 疫 元 性 テ肯 定 ス レ ドモ、 反 之 カ

カ ル脱脂 菌 禮 或 バ ー般 死 菌 免 疫 ノ不 可 能 ナル テ

強 調 ヘル學 者亦 決 シテ砂 シ トセ ズ、(Calmette・

Beck,Aronson,Boissevaina.Schaefer,

Uhlenhuthu.J6tten,Selter,Seligmanu.

Gutfeld,Haupt,Vall6e,Dold,Bronfenbru-

ner,Staubu.Kettel,Mary,221Nevin,Hazen,

Florenceu.Bittmann,Smith,「281Selteru.

Geschke,GeraldWebb等)(第2、3同 報 告文

献 蓼 照)而 シテDienesa.Sch6nheitノ ・硫 酸 「ア

ル コー ル」「エー テル」「ク ロ ロホ ル ム」ラ以 テ脱

脂 セ シ菌 龍 接 種 二依 リテ 「ツ」反 慮 ハ陽 性 ナ ラ シ

メ得 レ ドモ、 生 菌 感 染 二封 シテ ハ豫 防 的数 果 ヲ

有 セズ ト稻 シ、 又 佐 藤 氏 ハ脱 脂 菌 ト類 脂 肪 膿 ト

ハ免 疫 學 上 密 接 ナ ル關 係 ア リテ、 雨 者 テ軍 燭 二

用 フル ヨ リモ、 是 等 ヲ混 用 セ シ場 合 二於 テ抗 禮

産 生更 二著 シ ク、 從 ヅテ結 核 免 疫 二際 シ、 軍 二

脱 脂 菌 ノ ミテ使 用 スル ノ不 可 みル所 以 ラ力 読 セ

リ^

進 ンデ齊 シ ク死 菌 免 疫 タ リ トハ云 へ、 斯 ノ如 キ

脱 脂 菌 ガ加 熱 死 菌 二比 シテ優 ル庭 ア リヤ否 ヤ ラ

尋 スル ニ、 中 島氏 ハ加 熱 死 菌 ガ「エ ー テル」、「ア

'
ル カ リ」脱 脂 菌 二 比 シテ、 抗 元 性 大 ナ ル テ認 メ

佐 藤 氏 モ亦 、 喰 菌 促 進 物 質 ノ増 強 度 ガ加 熱 死 菌

二比 シテ、 「アセ トン」「メ タ ノー ル」脱 脂 菌 二於

テ劣 レル テ立 詮 セ リ。 ㈹ 目黒 氏 ハ 「サ ル モ ネ ラ」

屡 二於 テ、 岡 石 本 氏 ノ・黄 色 葡 萄 駄 球 菌 二就 テ之

ト同様 ノ關係 テ認 ム ル塵 ア リ。 ・'K,Zinsser,Wa-

rd,Jennings等 ハ加 熱 死 菌 ガDreyer氏 脱 脂

「ワ クチ ン」一比 シテ免疫 元 性 優 秀 ナ ル テ認 メ、

Zinsseru.Petroff,Petroffハ 「ヌ ク レオ ブロ

テ1ン 」二於 テ同様 ノ關 係 ラ讃 明 シ、 又(26)Ster-

nbergハ 「エ ー テ ル」「アル コー ル 」「クロ ロホ ル

ム」テ以 テ脱 脂 セル菌 膿 ハ 加 熱 死 菌 二比 シテ寿

性 少 ク結 核 結 節 形 成 力 遙 カ ニ劣 ル ト唱 ヘ タ リ。

税 所 氏 ハ ソ ノ詳 細 ナル實 験 ヨリシテ、加 熱 死 菌 ノ

見 疫 元 性 ガ、 菌 罷 蛋 白(Zinsser氏 「ッ ベ ル ク ロ

フ.ロテ イ ン」)或 ハ 脱脂 菌(Dreyer氏 「ワ ク チ

ン」、Mc.Junkin氏 「オ レオ フ クチ ン」〉等 二比

シ テ比 較 的高 度 ナ ル ラ立謹 スル虜 ア リ。

以 上縷 述 セ シ庭 ハ何 レモ脱 脂 菌 ガ加 熱 死菌 二比

シテ ソ ノ免 疫 元 性 劣 レ ル テ 読 明 セ シモ ノニ シ

テ、 余 モ亦 襲 二、 臭 素 瓦斯 脱 脂 菌 ヲ以 テ同様 イ

關係 テ認 メ タ レ ドモ、 反 之(6}R.M.Bohartハ

「カ ル ボー ル ・フ ク シ ン」或 ハ 「エ ー テル」等 二依

リ化 學 的操 作 テウ ケ タル結 核 死 菌 二比 シテ却 テ

「ツ」「ア レル ギー」ノ登 現 能 力 張 久 海 狽 二於 テ

ハpa==ソ ノ0.2薩 テ以 テ足 レ リ ト シ、 而 シテ更

二紫外 線 ノ如 キ物 理 的虚 理 テ ウ ケ タル モ ノハ、

本能 力最 モ弱 シ ト唱 ヘ タ リ.

斯 ノ如 キ加 熱 死 菌 トノ優 劣 如 何 ノ問題 二關 シテ

ハ余 ハ今 同之 テ實 験 セ ザ リ シ爲 、 今 弦 二直 チ ニ

批 判 テ下 ス能 ハ ズ 。 然 レ ドモ、 最 近Anderson

一 派 或 ハ 戸 田教 授
、 箭 頭 川 村 等 二依 リテ提 唱 サ

ル ・如 ク、 結 核 菌 罷 内 ノ類 脂 艦 就 中 燐 脂 質 ガ結

核 免 疫 二重 要 ナ ル役 割 ラ演 ズ ル ト ノ立 場 ヨ リ考

察 セバ、 上記 各 種 脱 脂 菌 中、 ソ ノ脱 脂 過 程 二於

テ、 斯 カ ル重 要 類 脂 龍 ノ喪 失、 破 壌 テ來 セ シモ

ノガ、 然 ラザ ル加 熱 死 菌 二比 シテ之 ガ抗 元 性 二

於 テ劣 ル虎 アル可 キ ハ蓋 シ想像 二難 カ ラザ ル虜

ナ ル可 シ。
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而 シテ今斯 カ ル立場 ヨ リ シテ、 再 ビ余 ノ成 績 ラ

考 察 スル時、 畢 寛 斯 ハ 縦 令結 核 菌 ヨ リ「エ ー テ

ル」二依 リテ之 二可 溶 ナ ル類 脂膿(ソ ノ中 ニハ脂

肪 及 燐…脂 質 テ含 ム)ガ 除 カ レタ ル場 合 ト錐 モ、ソ

ノ後 二残 存 セ シ 脱 脂 菌 罷(菌 罷 蛋 白及 蝋 脂 質 ラ

含 ム〉二依 リテ倫 克 クー一程 度 ノ免 疫 能 テ登 現 シ

得 ル ヲ立 護 セ シモ ノ ニ外 ナ ラズ。 而 シテ類 脂 質

就 中燐 脂 質 ガ 「ツ;「ア レル ギ ー」ラ件 ハ ザ ル免 疫

二關與 スル ヤ否 ヤノ・暫 ク措 キ、 余 ハ唯 本報 告 二

於 テ菌 膿 蛋 白 ガ 「ツ」「ア レル ギー 」テ伴 フ免 疫 二

重 要 ナ ル關係 テ有 スル コ トテ異 ナル観 鮎 ヨ リ立

謹 シ得 タ リ ト信 ズ ル モ ノニ シテ、 而 シテ斯 ハ嚢

一臭 素 瓦斯 テ以 テ抗 酸 性 テ脱 却 シタル結 核 菌 二

於 テ認 メ タル ト全 ク同様 ノ所 見 トナ レ リ。,

次 デ本 實 験 ラ生菌 免疫 及 死 菌 冤 疫 ノ立 場 ヨ リ観

察 ・ヘル ニ弱 毒 性 菌B.C.G.二 依 リテ得 ラル ・

感 染 防 禦 力 ガ 「エー テル」脱 脂死 菌 ノ夫 二比 シ確

二強 力 ナ ル ハ 否 ミ難 シ。 然 レ ドモ、 此 ノ際 注 目

ス可 キハ 第3群 二認 メ タル ガ 如 ク縦 令 「エー テ

ル」脱 脂 死 菌 二依 リテ モ、 ソ ノ大 量 テ 用 フ ル時

へB.C.G.ノ 本 発 疫 量 テ以 テ スル場 合 ト殆 ド

大 差 ナ キ感 染 妨 止 力 テ得 タ ル ノー 事 」 シテ、 此

ノ際 前 者 ガ縦 令 僅 二2頭 ヨ リ成 ル ニ過 ギズ トハ

云 へ、 ソ ノ何 レモ ガ極 メ テ輕微 或 ハ寧 ロ不 感 性

ニ モ属 ス可 キ 内臓 病 攣 ラ呈 シタ ル ヨ リ省 レバ、

此 ノ成 績 ラ以 テ直 チ ニ確 實 ナ ル結 論4下 スハ尚

早 計 ナ レ ドモ、 而 モ或 程 度 ノ信 頼 テ之 二委 ネ テ

大 過 ナ カル可 シ ト思 惟 セ ラ レ、 誠 二興 味 アル所

見 ト云 ハ ザ ル可 ラズ。

次 デ更 二 所 謂Koch氏 現 象 ト「ツ」「ア レ ル ギ

ー 」及 ビ内臓 病 攣 進 行 度 ヨ リ観 タ ル 感 染 防 止力

トノ相 關 關係 二就 キ テ観 察 テ下 ス ー、 本 實 験 二

於 テ ノ・、 第4群 テ初 メ ト シテ第3、 第2二 各 群

何 レニ於 テ モ、 所 謂Koch氏 現 象 ガ 示 ス早 期

反 磨 乃 チ生 菌 感 染 二封 ス ル 「ア レル ギ ー」性 局 所

反 鷹 ノ存 在 極 メテ不 鮮 明或 ノ・寧 ロ之 テ否 定 ス可

キ歌 態 テ呈 シタル ニ不 拘、 ソ ノ内臓 二於 ケ ル感

染 防 禦 ノ意 味 二於 ケル免 疫 現 象 ハ明 カ ニ之 ラ認

メ得 タ リ。 更 二又 「ツ」「ア レル ギー 」ノ關 係 テ求

ム ル ニ、 此 ノ際 二於 テ ハ 「ツ」「ア レル ギ ー」ノ張

度 ト内臓 病攣 ノ彊 度 トハ之 ラ群 別 一見 ル時大 艦

雨 者 相 拉 行 ス レ ドモ、 早 期 反 慮 トハ全 クー 定 ノ

因果 關係 テ結 ブニ至 ラズ。

之 テ要 ス ル ニ、 余 ノ實験 二於 テ モ從 來 菌 艘 蛋 白

二由 來 スル結 核 免疫 二於 テ ハ 発 疫 機 轄 ト「ア レ

ル ギ ー」ハ不 可 分 ナ リ ト稻 セ ラ・し・如 久 「ツ」

「ア レ ・・ギー」卜感 染 防禦 ノ意 味 二於 ケル見 疫 ト

ガ相拉 行 シテ互 二併 存 セ ル ラ認 メ タ リ。 然 レ ド

モ此 ノ際Koch氏 現 象 トシ テ 認 メ ラル ・一 種

ノ局所 「ア レル ギ ー」性反 慮 ガ 内臓 二於 ケ ル免 疫

性 ト全 ク相 件 ハ ザ リ シバ甚 ダ興 味 多 キ所 見 ナ リ

トス。㈹ 岩 西 氏 ハ 「ツベ ル ク ロ・ス トロー ミ ン」、

濃 騨 酸脱 脂 「ワ クチ ン」等 ラ以 テ免 疫 セ シ家 免 ガ

「ツ」「ア レル ギー 」全 然陰 性 ナ ル ニ不 拘
、 角 膜 二

於 テハ著 明 ナル生 菌 二封 スル 早期 反 慮 テ呈 スル

テ認 メ タ リ。 余 ハ今 同 ノ實 験 二於 テ ノ・之 ト全 ク

反 封 二「ツ」「ア レル ギー 」陽 性 ナ ル ニ不 拘 、 早 期

反 慮 ヲ呈 セザ ル テ認 メ タ リ。 而 シテ斯 ハ第3回

報 告 二於 テ 臭素 瓦斯 ニ ヨル 非抗 酸 性死 菌 免 疫 ノ

際 二「ツ」反 慮 ト早 期 反 磨 トガ相 拉 行 セザ ノしテ結

論 セ シ塵 ト全 クー 致 セ リ。

第七章 結 論

襲 二余ハ臭素瓦斯ラ以テ脱脂セ シ結核死菌 ガ局

所被吸牧能佳良ニシテ、且一程度 ノ免疫元性 テ

有 スルテ謹 セリ。依 リテ今同 ハ人型結核菌(F

株)テ 無水「エーテル」ラ以 テ充分 二脱脂 セシ後

ノ菌禮残渣(菌艦蛋白及蝋脂質 ラ含ム)ラ供試 シ

之 ガ冤 疫 元 性 テ 検 索 シ、 次 ノ如 キ 所 見 テ得 タ

リ。

(1)rエ ーテル」脱脂菌 テ健常海狽皮下二注射 セ

シ場 合 、 ソ ノ1竈 以 下 一 テ 局 所 二 生 ゼ シ硬 結

ハ、15日 ニ シテ吸牧 消失 ス レ ドモ、 ソ ノ2匙 以
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上 テ用 ヒタ ル時 ハ毎 常 膿 瘍 ノ形 成 有 リ。 而 シテ

痩 孔 、 潰 瘍、 痂 皮 等 テ 形 成 セ シ後 漸 ク30日 テ

要 シテ癒 痕 治 癒 二赴 ク。

(2)「 エ ー テノセ」脱 脂 菌 一 依 リ海 猿 二 「ツ」「ア レ

ル ギ ー」テ賦 與 シ得 可 シ。 但 シ毎 常 ナ ラズ。 ソ

ノ31竜 ノ大 量 テ用 ヒタル 時、始 メ テ全 試 獣 テ シ

テ 中等 度 二陽 性 ナ ラ シム ル ヲ得 タ リ。

而 シ テ之 テ加 熱 死 菌 二比 スル ニ梢 ≧劣 ル庭 ア リ

テ更 二B.C.G.二 比 ス レバ遙 二劣 レ リ。

(3)「 エ ー テ ル」脱 脂 菌 テ海 狸皮 下 二接 種 セ シ場

合 、 艦 重 増 加 テ 目標 トシデ観 察 スル ニ、 或 程 度

ノ有 害 性 テ有 スル モ ノ ・如 シ。 然 レ ドモ ソ ノ持

緬 期 間 ハ短 ク、 試 獣 ハ短 時 日 ニ シテ再 ビ著 明 ナ

ル罷 重 檜 加 テ呈 ス。 爾 、 病 理解 剖 的 検 索 ヨ リセ

バ 「エー テ ル」脱 脂 菌 ニ ヨ ル直接 ノ障 碍 ハ認 メ難

シo

(4)「 エ ー テ ル」脱 脂 菌 テ海 狼 皮 下 二接 種 セ シ場

合 或 ル程 度 ノ感 染 防 禦 力 テ獲 得 セ ラル 。 但 シ該

防 禦 力 ハB.C.G.ニ ハ遙 カ ニ及 バ ズ。 然 レ ド

モ本 腕 脂 菌 ト難 モ、 之 テ大 量 接 種 セ シ場 合 二於

テハB.C.G.接 種 ノ場 合 ト略 ≧等 シキ免 疫 力

テ求 メ得 ル ガ如 シ。

以 上 ノ所 見 ハ畢 寛 結 核 菌 ヨ リ燐 脂 質 、 脂 肪 テ除

キ、 菌 艦 蛋 白 ト蝋 脂 質 ノ ミ トナ ス モ、 倫 克 ク抗

元 性 テ保 有 セル テ立 護 セ シ ニ外 ナ ラズ。

欄 筆 二臨 ミ御 懇 篤 ナ ル御 指 導 、 御 校 閲 テ賜 リタ

ル 恩 師 戸 田教 授 蛇 二赤 岩 教 授 二封 シ満 腔 ノ謝 意

ラ表 ス。
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